
 

 

 

 

 

『 命の教育 』 

                          校長 末 永 幸 寛 

■ 『助けてと言っていいんだよ』  

元中学校体育の先生でスキー中に首を骨折し、寝たきりかよくて一生車いすの生活を

宣告されながら奇跡的に回復した腰塚勇人（こしづか はやと）さんの著書『命の教育

』からの紹介です。「頑張ってと言われるけれどもうこれ以上頑張れません。手足の動

かないベッドの上で、どうやったら死ねるかを考えていました。舌をかみました。でも

痛くて途中で止めました。死ねませんでした。本当は生きていたかった。でも、生き方

がわからなかたのです。生き方を教えてくれたのは、妻、お母さん、仲間と生徒達だっ

た。『助けて』と言っていいのだということに気がつきました。奇跡的に回復し、中学

校へ復帰するとき５つの誓いを立てました。」 

口は、人を励ますことばや感謝のことばを言うために使おう 

耳は、人の言葉を最後まで聞いてあげるために使おう 

目は、人の良いところを見るために使おう 

手足は、人を助けるために使おう 

心は、人の痛みがわかるために使おう 

■ 『命～かけがえのないもの』 

熊本市の慈恵病院は「こうのとりのゆりかご」を設置している病院です。そこの看護

部長さんの話です。「入り口の横に『悩んでいるあなたへ、まずはご相談下さい』と掲

示しています。赤ちゃんを入れる前にインターホンを押して下さい。インターホンが鳴

るのを待っています。平成２４年度は1000件の相談が寄せられました。６年間で９２名

の赤ちゃんの命が救われました。」 

８月９日は平和学習とともに命についての講話を行っています。私たちはいろいろな

場面に遭遇します。悩み苦しんだとき、「助けてと言おう。相談しよう。自分が出来る

ことをしてあげよう。」と話をしてきました。私たちの命はかけがえのないものであり

、私たちは一人ではないんだと気づいて欲しいのです。 

さて、３年生は就職試験・入学試験がいよいよ始まります。厳しい試験でも、受験は団

体戦の言葉どおり北松西高校は皆んなで取り組んで参ります。 

 

９月の行事予定 

日 曜 行事予定 

１日 
４日 
７日 
８日 

１１日 
１３日 
１８日 
２０日 
２５日 

月 
木 
日 
月 
木 
土 
木 
土 
木 

体育祭合同練習（～３日） 
体育祭予行 
中高合同体育祭 
代休 
長崎県高等学校新人体育大会陸上競技（～１３日） 
対外模試（３年）（～１４日）、看護模試（３年） 
専門委員任命式 
ソフトテニス佐世保地区新人戦（～２１日） 
中間考査（～３０日） 

 
 

 
立志・勇志・闘志       開催日 ９月７日（日）開会式９：１０ 

～３つの魂 駆け上がれ！～    雨天時 ９月９日（火） 

場 所 北松西高校グラウンド 

皆様のご来校をお待ちしております。 
 
 

新任のＡＬＴ紹介 
Hi everyone. My name is Karina Martin and I’m 25 years old. 

I come from Mackay in Australia, which is on the north-east 

coast beside the Great Barrier Reef.  In Australia I was a 

structural engineer and an artistic roller skating coach.  I like 

arts and crafts, cooking and playing sport, as well as reading 

and playing music.  In Ojika I would like to go swimming, 

camping and hiking.  I am also excited to participate in school 

events and clubs.  I look forward to meeting everyone and 

learning about Ojika! 

みなさんこんにちは。私はカリーナ・マーティンと申します。２５歳です。 

オーストラリアのマカーイ（マッカイ）出身です。マカーイは、グレートバ

リアリーフ近くのオーストラリア北東部の沿岸部にある町です。オースト

ラリアではエンジニア(構造・建築)として働き、アーティスティックロー

ラースケートのコーチをしていました。趣味は工芸や料理、スポーツを

することです。また、読書や音楽を聴くことも好きです。

小値賀では水泳やキャンプ、ハイキングをしたいと思っ

ています。また、学校の行事やクラブ活動に参加するの

もとてもわくわくしています。みなさんに会い、小値賀に

ついて色々と学ぶのを楽しみにしています。

北松西高だより 
第５号 平成２６年８月２７日 

http://www.hokusho-nishi.ed.jp/ 

e-mail hokushounishi-h@news.ed.jp 

http://www.hokusho-nishi.ed.jp/ 
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３学年夏季学習会（進路指導部より）  

８月１日から８日までの６日間、今年度も３年生の夏季学習会を実施しました。８月

４日からの５日間は、初の試みとして奈留高校との合同による学習会となりました。前

半は質問が少なく心配される場面もありましたが、少しずつ増えてきました。また、熱

心に取り組む奈留高生に刺激を受け、負けられない気持ちを抱いた生徒も多く、一層意

欲も増してきたようでした。１日８時間もの学習に励み、集中して学習する習慣を確立

することができ、大変有意義な時間を過ごすことができたと思います。２学期からは個

別添削や面接指導など受験も本格化してきます。この学習会の成果が実るよう、学んだ

ことを活かして受験を乗り切ってほしいと願っています。 

生徒の感想をいくつか紹介します。 

・他校の人たちということもあり、「負けたくない」「もっと頑張らねば」と思うように

なり、自宅でも今までにないくらい多く勉強するようになりました。 

・質問などを通して、積極的な学習姿勢を身につけられた。 

・北松西高生も奈留高生も、お互い集中して取り組めていたと思う。この勉強が将来に

つながればいいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和学習 

 8 月 9 日（土）に「平和とは…」というテーマで平和学習を実施しました。THE  BOOM

の「島唄」を 1・2 年生が合唱し、歌詞に込められた本当の意味を知りました。そして、

ワークショップで「平和とは…」で始まる短文を一人ひとりが考えて意見を交わし、各

クラスのベスト３を出し、それぞれが描く「平和」へのイメージを共有しあいました。

学習を通して、自分の内面にある平和に対する考えを意識し、さらに深めることができ、

平和への思いを新たにしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立大学看護出張講義 

 8 月 18 日、長崎県立大学看護栄養学部の堀内啓子教授をお招きし、「これから求めら

れる看護師の役割」という題で看護・医療系統への進学を希望している生徒を対象に講

義をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンスクール 

本校の現状を紹介し、授業体験などを通して、高校での学習及び生活に対する理解を

深めてもらう目的でオープンスクールを実施いたしました。 

 学校紹介や学校行事・教育課程等に関する説明会の後、授業見学、授業体験を行いま

した。当日は中学校の生徒１７名、保護者８名、中学校の先生方２名の計２７名に参加

していただきました。 

 

編集後記 松のひとりごと・・・ 
セミがせわしなく鳴いて 

いますね。でも、最近は 

雨の日ばかりで、太陽が恋 

しいものです。さあ、いよ 

いよ 2 学期が始まります。 

2 学期はたくさんの行事があるので、

一人ひとりの活躍を期待しています。 


